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は じ め に 

ほんの２０年前。発生する食中毒の大半は、腸炎ビブリオによる食中毒でし

た。しかし、ここ数年、その発生を耳にすることはほとんどなくなりました。 

腸炎ビブリオ食中毒の発生件数減少の理由のひとつとして、腸炎ビブリオの

抑制を目的とした規格基準が新たに定められたことがあげられます。法の改正

により食品危害が低減された事例です。 

平成１５年の食品衛生法の改正では、農薬等のポジティブリスト制や自治体

等の監視指導計画の導入が盛り込まれました。これにより、国内で流通する食

品の安全性は、さらに高くなりました。 

一方で腸管出血性大腸菌やカンピロバクター、ノロウイルスなどの食中毒の

発生は後を絶たず、広域的な事案となる例も少なくありません。 

このような中、本年６月に食品衛生法が改正されました。主な改正点のひと

つとして、ＨＡＣＣＰにもとづいた衛生管理の制度化があります。 

腸管出血性大腸菌やカンピロバクターなど家畜由来の食中毒菌をいかに抑制

するか。その最初のポイントであると畜場、食鳥処理場の衛生管理の手法とし

てＨＡＣＣＰが制度化されたことは、大変に意義深いものです。 

 

さて、当市は本年１１月に市政施行６０周年を迎えます。当所は４年目を迎

えたばかりの食肉衛生検査所で、職員の多くが３０代という布陣です。さすが

に１００周年に職員として立ち会うことが出来る職員はおりませんが、例えば、

今いる職員の誰かが、８０周年の年のこの紙上に「ここ数年、食肉を原因とす

る食中毒の発生を耳にすることはほとんどなくなりました」と書くことができ

れば素晴らしいと思います。 

その一助となるためにも、所管施設が円滑にＨＡＣＣＰを導入できるよう、

また、すでに導入済みの施設については見直し等の指導を積極的に実施してい

きたいと考えております。 

このたび平成２９年度事業概要を取りまとめましたので、御高覧いただけれ

ば幸いに存じます。 

 

平成３０年７月 

越谷市保健所生活衛生課 

食肉衛生検査所 

 所長 渋谷 正一 
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1 食肉衛生検査所の概要

 

⑴ 庁舎 

ア 事務所 

   名 称  越谷市食肉衛生検査所 

   所 在 地  〒343－0012 埼玉県越谷市増森一丁目 5番地 1 

（越谷市動物管理センター2階） 

   設置年月日  平成 27年 4月 1日 

   延 面 積  176.52㎡ 

  

   平 面 図 

   （2階） 

 

   （1階） 

 

※塗りつぶし部分は動物管理センターエリア 

  

事務室 

給湯室 
男性用 

トイレ 

女性用 

トイレ 

会議室 倉庫 

検査室 洗
濯
室 

廊下 
廊下 

更衣室 

シャワー室 

物置 
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イ 精密検査室 

   所 在 地  〒343－0023 埼玉県越谷市東越谷十丁目 81番地 

（越谷市保健所 3階） 

   設置年月日  平成 27年 4月 1日 

   延 面 積  130.2㎡（食肉衛生検査所エリア） 

    303.6㎡（階段・廊下等を除いた共有エリア） 

  

   平 面 図 

   （3階全体） 

 

※白抜き部分は共有エリア、塗りつぶし部分は衛生検査課エリア等 

 

   （食肉衛生検査所エリア拡大） 

 

事務室 

培地 

作成室 

泳動 

撮影室 
PCR 室 

前
室 

EV 

廊下 

食肉衛生検査所エリア 

事務室 

更衣室 

（男） 

更衣室 

（女） 

検体 

受入室 

廃棄物 

保管庫 

男性用 

トイレ 

女性用 

トイレ 

保
管
庫 

PS 
PS 

PS 

EPS 

廊下 

洗濯機 

細菌検査室 

前室 

洗浄滅菌室 解剖室 

包埋染色室 
病理検査室 

冷凍 

保管庫 

冷蔵 

保管庫 

PS 

PS 

受付 

機器 

搬入口 
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⑵ 沿革 

 

年月日 事項 

平成 23年 4月 中核市移行に向け、保健所準備室を設置。 

平成 25年 4月 
実務研修職員として、埼玉県食肉衛生検査センターへ獣医師 4名

の派遣を開始。 

平成 26年 4月 
前年度に加え、埼玉県食肉衛生検査センターへ獣医師 2名を実務

研修職員として派遣開始。 

平成 27年 4月 
中核市移行に伴い、越谷市動物管理センター2階に食肉衛生検査

所を設置。 

     

⑶ 組織 

ア 組織図 

 

市   長       

          

保健医療部       

          

   保 健 所    

      

      保健総務課 
      

      生活衛生課 
      

        食肉衛生検査所 
        

      
衛生検査課 

      

 

イ 職員構成 

（平成 30年 3月 31日現在） 

職種 獣医師 

合計 

職名 所長 副所長 主査 主任 獣医師 

人数 1（1） 1（1） 2 1 5 10（2） 

※括弧内は埼玉県からの派遣職員数で再掲 
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⑷ 所管処理場 

ア と畜場 

一般と畜場 1件 

簡易と畜場 0件 

 

と畜場 

番号 
と畜場名 所在地 開設年 

許可頭数(頭/日) 

大動物 小動物 

1 越谷食肉センター 
埼玉県越谷市増森 

一丁目 12番地 
昭和 44年 80 1000 

 

イ 食鳥処理場 

大規模食鳥処理場  0件 

認定小規模食鳥処理場 7件 

 

処理場名 許可年月日 
取り扱う 

食鳥の種類 

生鳥取扱い 

の有無 

有限会社 鳥安 平成 4年 3月 13日 あひる 無 

有限会社 浜野食鳥 平成 4年 4月 10日 鶏 有 

総合食肉卸マルヒデフーズ 平成 10年 1月 6日 鶏 無 

宮内庁埼玉鴨場 平成 12年 11月 6日 あひる 有 

有限会社 鳥敬本店 平成 13年 11月 6日 あひる 無 

株式会社 鴨澤 平成 21年 5月 1日 あひる 無 

株式会社 鳥清 平成 29年 3月 8日 鶏 無 

 

 ウ 届出食肉販売業者 

届出食肉販売業者  1件 

 

事業所名 届出年月日 届出者 

株式会社 鳥清 平成 29年 3月 7日 株式会社 鳥清 
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エ 食肉衛生検査所と管内処理場との位置関係 

 

越谷市食肉衛生検査所 

越谷市保健所 

越谷食肉センター 

宮内庁埼玉鴨場 

(有）鳥敬 

(有）鳥安 

(株）鳥清 

(株）鴨澤 

(有）浜野食鳥 

総合食肉卸マルヒデフーズ 

Ｊ Ｒ 武 蔵 野 線 

越谷市
こ し が や し

 
越谷市 
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⑸ 許認可事務等 

ア と畜場法第 12条第 1項の規定によると畜場使用料・とさつ解体料認可 

 

と畜場名 許可年月日 

と畜場使用料及びとさつ解体料の合計※（円） 

牛 仔牛※※ 馬 豚 めん羊 山羊 

越谷食肉

センター 
H26.4.1 8,640 8,640 8,640 1,944 2,160 2,160 

 ※合計金額のみ設定 

 ※※仔牛とは、生後 1年未満の牛をいう。 

 

イ 牛の皮のと畜場外への持出し許可 

と畜場法施行令第 5 条第 1 項第 1 号の規定に基づき、次の施設に対して持出しの許

可をしました。 

 

持出しを行うと畜場 持ち出した牛の皮を保存する施設 施設の所在地 

越谷食肉センター 

株式会社 大津屋 東京都台東区 

有限会社 石川商店 埼玉県さいたま市 

 

ウ と畜検査合格証明 

申請を受け、次のとおり証明書の発行を行いました。 

 

対象部位 証明書発行枚数 

牛枝肉 75通 

牛原皮 24通 

豚原皮 25通 

 

エ 輸出食肉衛生証明書 

  平成 30 年 3 月 31 日現在、越谷食肉センター及び併設する食肉処理場は、マカオ及

び台湾への輸出牛肉取扱施設に認定されています。 

  平成 29年度は下記のとおり証明書の発行を行ないました。 
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輸出国 獣種 発行枚数 重量 

マカオ 牛 0通 0 Kg 

台湾 牛 59通 7406.0 Kg 
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2 と畜検査業務の概要 

 

⑴ と畜検査の概要 

と畜場法に基づき、都道府県知事（保健所を設置する市にあっては市長）から、と畜

検査員を命じられた獣医師の資格を持つ職員が、食用に供する目的でとさつ解体される

獣畜に対して行う検査を、と畜検査と言います。 

 

 ア と畜検査の流れ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ TSEとは伝染性海綿状脳症（Transmissible Spongiform Encephalopathy）のこ

とで、TSE検査は牛、めん羊及び山羊に対して行うTSEの有無についての検査です。 

平成 30年 3月 31日現在では、生後 24か月齢以上の牛のうち、生体検査において、

原因不明の神経症状又は全身症状を呈する牛、並びに月齢に関わらず生体検査にお

いて臨床症状を呈するめん羊及び山羊に対してスクリーニング検査を実施していま

す。 

スクリーニング検査で陽性となった場合は国が指定する専門機関に検体を送り、

確認検査が実施され、確認検査でも陽性であった場合は専門家会議が開かれて確定

診断が行われます。 

 

 イ 精密検査について 

と畜場内での検査では判定が困難である場合は検査保留とし、解体された獣畜の一

部を検体として持ち出して、越谷市保健所の 3 階にある精密検査室でより詳細な検査

を実施してから総合的に判断をしています。 

保留の際に行う精密検査には、腫瘍や炎症、変性等の判定を行う『病理学検査』、細

菌等による疾病の判定を行う『微生物検査』、尿毒症や黄疸等の判定を行う『理化学検

 
農

場  

 

と
畜
場
受
付 

搬入 
生
体
検
査 

解
体
前
検
査 

解
体
後
検
査 

・頭検査 
・内臓検査 
・枝肉検査 
・TSE検査※ 

 

 

 

 

 

 

検
印
・
出
荷
「 

 

 

 
と
さ
つ
禁
止 

解
体
禁
止 廃棄・焼却 

 

精密検査 

  

 

保留 

検査 
申請 

合格 

合格 合格 合格 

不合格 

不合格 不合格 

不合格 
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査』の 3種類の検査があり、状況に応じてそれぞれ必要な検査を実施しています。 

⑵ 稼動日数及びと畜検査頭数 

ア 年間稼働日数  

 

と畜場名 年間 土曜日※ 日曜日※ 祝祭日※ 

越谷食肉センター 240 1 0 8 

※再掲 

 

イ 獣種別と畜検査頭数  

 

と畜場名 牛 仔牛 馬 豚 めん羊 山羊 

越谷食肉センター 2,779 0 0 170,412 0 0 

 

ウ 牛の月齢区分別と畜検査頭数 

 

と畜場名 

牛 

総数 30月超 30月以下 

越谷食肉センター 2,779 910 1,869 

 

 

32.8% 

67.3% 

各月齢区分別の割合 

30月超 

30月以下 
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 エ 月別と畜検査頭数 

 

越谷食肉センター 牛 仔牛 馬 豚 めん羊 山羊 

4月 186 0 0 15,304 0 0 

5月 158 0 0 13,079 0 0 

6月 148 0 0 14,006 0 0 

7月 224 0 0 13,640 0 0 

8月 169 0 0 12,782 0 0 

9月 201 0 0 13,287 0 0 

10月 271 0 0 14,949 0 0 

11月 354 0 0 15,552 0 0 

12月 343 0 0 16,808 0 0 

1月 234 0 0 13,454 0 0 

2月 236 0 0 12,741 0 0 

3月 255 0 0 14,810 0 0 

合計 2,779 0 0 170,412 0 0 
 

 

186 
158 148 

224 

169 
201 

271 

354 343 

234 236 
255 

0

100

200

300

400

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

月別と畜検査頭数（牛） 
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 オ 産地別と畜検査頭数 

 

都道府県 
北
海
道 

秋
田
県 

茨
城
県 

栃
木
県 

島
根
県 

合
計 

牛 

頭数 1,118 672 359 188 442 2,779 

％ 40.23 24.18 12.92 6.77 15.91 100 

 

 

 

都道府県 
茨
城
県 

栃
木
県 

群
馬
県 

埼
玉
県 

千
葉
県 

合
計 

豚 

頭数 29,195 18,679 98,717 3,084 20,737 170,412 

％ 17.13 10.96 57.93 1.81 12.17 100 

 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

月別と畜検査頭数（豚） 

北海道 

40.2% 

秋田県 

24.2% 

島根県 

15.9% 

茨城県 

12.9% 

栃木県 

6.8% 

産地別と畜検査頭数（牛） 

北海道 

秋田県 

島根県 

茨城県 

栃木県 
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 カ 年度別と畜検査頭数 

 

越谷食肉センター 牛 仔牛 馬 豚 めん羊 山羊 

平成 27年度 2,327 0 0 172,352 0 0 

平成 28年度 2,277 0 0 173,344 0 0 

平成 29年度 2,779 0 0 170,412 0 0 

群馬県 

57.9% 
茨城県 

17.1% 

千葉県 

12.2% 

栃木県 

11.0% 

埼玉県 

1.8% 

産地別と畜検査頭数（豚） 

群馬県 

茨城県 

千葉県 

栃木県 

埼玉県 

2,327  
2,277  

2,779  

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 

年度別と畜検査頭数（牛） 
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172,352  
173,344  

170,412  

165,000

167,000

169,000

171,000

173,000

175,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 

年度別と畜検査頭数（豚） 
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⑶ とさつ禁止又は廃棄したものの原因 

 

畜

種 

検

査

頭

数 

項

目 

実

頭

数 

細  菌  病 ウイルス病 原虫症 寄 生 虫 症 そ の 他 の 疾 病 

計 

炭

疽 

豚

丹

毒 

サ

ル

モ

ネ

ラ

症 

結

核

病 

ブ

ル

セ

ラ

病 

破

傷

風 

放

線

菌

症 

そ

の

他 

豚

コ

レ

ラ 

そ

の

他 

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
病 

そ

の

他 

の

う

虫

病 

ジ

ス

ト

マ

病 

そ

の

他 

膿

毒

症 

敗

血

症 

尿

毒

症 

黄

疸 

水

腫 

腫

瘍 

中

毒

諸

症 

炎
症
又
は
炎
症
産
物

に

よ

る

汚

染 

変

性

・

萎

縮 
そ

の

他 

牛 2,779 

禁  止                                                       

全部廃棄 1                                          1          1  

一部廃棄 1,650                           1           36 1   1,105 710 181 2,034 

馬 0 

禁  止                                                       

全部廃棄                                                       

一部廃棄                                                       

豚 170,412 

禁  止                                                       

全部廃棄 32   7                           4 13   2 1 3   2     32 

一部廃棄 100,079               112                     3 93 4   91,799 129 7,939 100,079 

め
ん
羊 

0 

禁  止                                                       

全部廃棄                                                       

一部廃棄                                                       

山
羊 

0 

禁  止                                                       

全部廃棄                                                       

一部廃棄                                                       
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3 食鳥検査業務の概要 

 

⑴ 食鳥検査の概要 

食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律に基づき、都道府県知事（保健所を

設置する市にあっては市長、又は特別区にあっては区長。次の各段落において同じ。）が、

獣医師の資格を持ち、食品衛生監視員、と畜検査員、狂犬病予防員及び環境衛生監視員

である職員のうちから食鳥検査員として指定された職員が、食用に供する目的で食鳥処

理される家きんに対して行う検査を、食鳥検査と言います。 

ただし、1 年間に食鳥処理をしようとする食鳥の羽数が 30 万以下であり、食鳥の各状

況についての確認規程が都道府県知事の認定を受けた場合は、食鳥処理衛生管理者が食

鳥検査に代わって確認を行います。この場合、都道府県知事はこの認定を受けた「認定

小規模食鳥処理業者」に対して、必要な技術的な指導及び助言を行います。また、認定

小規模食鳥処理業者は、毎月末日までにその前月中に実施した確認の状況を都道府県知

事に報告することとなります。 

また都道府県知事は、行政からの指定をうけた「指定検査機関」に、食鳥検査の全部

又は一部を委任することが出来ます。この場合、指定検査機関は毎月末日までに、その

前月中に実施した食鳥検査の結果を都道府県知事に報告することとなります。 

 

 

食鳥検査の流れ 
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⑵ 指導助言等の実施状況 

「越谷市食品衛生監視指導計画」の定めるところにより、管内の認定小規模食鳥処理

場施設の監視を行い、必要な技術的指導及び助言を行いました。 

 

項目 数値 

出動回数 14回 

出動延べ人数 26人 

指
導
件
数 

認定小規模食鳥処理場 

生鳥取扱い施設 8件 

上記以外 25件 

届出食肉販売業施設（再掲） 5件 

監視時食鳥処理実施施設（再掲） 12件 

 

⑶ 確認状況報告 

平成 29年度中に、管内の認定小規模食鳥処理場において食鳥処理が行われた家きんの

確認状況は次のとおりでした。 

 

項目 成鶏 ブロイラー あひる 

食鳥処理をした羽数 8,486 3,108 27,417 

基準に適合しなかった食鳥の羽数 85 0 79 

（
内
訳
） 

生体の状況 全部廃棄 19 0 0 

体表の状況 

全部廃棄 12 0 0 

一部廃棄 0 0 0 

体壁の内側面の状況 全部廃棄 54 0 29 

内臓の状況 

内臓全部廃棄 0 0 50 

内臓一部廃棄 0 0 0 
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4 精密検査業務の概要 

 

⑴ 精密検査の概要  

と畜検査及び食鳥検査の際に必要に応じて、より詳細な検査を行う場合や、と畜検査

不合格として廃棄した獣畜についてより詳細な探索や鑑定を行う場合、旋毛虫の検査及

び TSE検査を実施する場合に、精密検査を行います。 

 

⑵ 精密検査実施状況  

 ア 精密検査実施頭数 

獣種及び検査ごとの実施頭数は、次のとおりです。 

 

検査 牛 豚 

精密検査 12頭 287頭 

(

内
訳) 

保留検査 2頭 29頭 

鑑定検査 10頭 10頭 

旋毛虫検査 0頭 248頭 

TSE検査※ 0頭  

  ※TSE検査については、スクリーニング検査を埼玉県に委託しています。 

 

 イ 検査区分別の検査実施状況 

保留検査及び鑑定検査については、次のとおり検査を実施しました。 

 

保留及び鑑定検査 頭数 検体数 項目数 

(

重
複
あ
り) 

病理学検査 25頭 143検体 347項目 

微生物検査 30頭 211検体 463項目 

理化学検査 4頭 4検体 44項目 
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5 衛生指導の実施状況 

 

⑴ 衛生指導の概要 

と畜場法及び食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律に基づき、食肉及び食

鳥肉等による食品衛生上の危害の発生を防止するために、「越谷市食品衛生監視指導計画」

の定めるところにより衛生指導を行います。 

 

⑵ と畜場における枝肉の衛生検査実施状況 

とさつ解体処理のすべての工程が終了した直後の枝肉を対象に、表面の拭き取り検査

を実施してその結果をと畜場に還元するとともに、必要に応じて衛生指導を行いました。 

 

 ア 衛生指標細菌検査の実施状況 

獣種 項目 回数 頭数 検体数 

豚 生菌数※ 15回 75頭 150検体 

大腸菌群数※※ 15回 75頭 150検体 

牛 生菌数※ 14回 70頭 140検体 

大腸菌群数※※ 14回 70頭 140検体 

  ※生菌数とは、細菌汚染状況を示す指標であり、とさつ解体処理における衛生的取扱

いの適否等についての評価に用います。 

  ※※大腸菌群数とは、糞便汚染状況を示す指標であり、とさつ解体処理における汚染

防除対策の適否等についての評価に用います。 

 

 イ 腸管出血性大腸菌検査の実施状況 

 

獣種 項目 回数 頭数 検体数 結果 

牛 腸管出血性大腸菌※ 12回 60頭 120検体 すべて陰性 

  ※腸管出血性大腸菌 O26、O103、O111、O121、O145及び O157を対象に実施。 
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 ウ GFAP検査の実施状況 

 

獣種 項目 回数 頭数 検体数 結果 

牛 GFAP※残留度 12回 36頭 72検体 すべて検出限界値未満※※ 

  ※グリア線維性酸性タンパク（Glial Fibrillary Acidic Protein）は、神経組織に特異的

に存在するため、特定部位である脳や脊髄による汚染の指標とされています。 

  ※※検出限界値未満とは、100cm2当りの GFAP量が 3ng未満であることを指します。 

 

⑶ 食肉衛生月間の実施状況 

食肉及び食鳥肉の適正な衛生管理を確保し、安全性をより向上させることを目的に、7

月から 8 月までの期間を「食肉衛生月間」として、集中的な監視指導や衛生に関する講

習会を実施しました。 

 

 ア ポスターの掲示 

食肉衛生月間の趣旨を関係者に周知するためにポスターを作成し、管内のと畜場に

掲示しました。 

 

平成 29年度食肉衛生月間ポスター 

 

 イ と畜場の監視指導 

管内と畜場の管理者及びと畜業者等に対し、と畜場法第 6 条及び第 9 条に規定され

る衛生管理等について、同法施行規則で定める基準を遵守しているか立入検査を行い、

その結果に基づいて指導を実施しました。 
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 ウ 講習会の実施 

と畜場の衛生管理責任者、作業衛生責任者及び従業員等に対する講習会を次のとお

り実施しました。 

実施期間 平成 29年 8月 21日 

受 講 者 と畜場従業員及び出入り業者 59名 

講習内容 

・豚解体処理工程における細菌汚染状況の確認 

・牛内臓洗浄槽のおける腸管出血性大腸菌の汚染実態調査 

・食中毒と衛生管理について 

 

 エ 食肉等輸送車の衛生監視指導 

管内と畜場から食肉及び内臓を搬出する輸送車を対象に、車両内の拭き取り検査及

び衛生指導を行いました。 

 

実施期間  平成 29年 8月 1日から 8月 31日まで 

実施車両数 10台 

実施内容  
・輸送車の設備の確認と衛生管理状況の聞き取り 

・拭き取り検査による生菌数及び大腸菌群数の測定 

検査結果  

(100cm2当たり) 

生 菌 数：1千以上 8台、検出限界以下 2台 

大腸菌群数：陽性 6台、陰性 4台 

指導内容  
拭き取り検査の結果をもとに、小まめな洗浄の励行等の指導を行

った。 

 

 

 オ と畜場使用水の残留塩素濃度測定 

井水を使用している管内と畜場に対し、水道法施行規則第 17条第 1項第 3号に規定

する基準を満たしているか検査を行いました。 

 

検査方法  DPD法（比色板）による遊離残留塩素測定 

検査実施日 平成 29年 8月 4日、8月 21日、8月 28日、8月 30日 

検 体 数 14検体 
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検査結果  
4検体（8月 28日測定）について、基準値（0.1mg/L）未満。 

その他 10検体については基準値以上。 

指導内容  検査結果をもとに、塩素の添加を適正に行なうように指導した。 

 

⑷ 牛の特定部位の分別管理 

牛のとさつ解体の実施日ごとに行う特定部位の分別管理の確認に加え、舌扁桃の除去

が確実に実施されているかを確認する目的で、牛の舌の精密検査を実施しました。 

 

検査方法  病理組織学的検査（HE染色） 

検 体 
舌扁桃除去作業後に最前位有郭乳頭部から舌根部にかけて、等

間隔に左右 14箇所ずつ、計 28検体を切片にして検査を行った。 

検査結果  すべての検体で扁桃組織を認めなかった（すべて陰性） 
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6 研修会、会議等 

 

平成 29年度は下記の研修会、講習、演習、及び会議等に参加しました。 

 

No. 月日 名称 場所 参加 

1 5月 9日、10日 
平成 29 年度新任と畜及び食鳥

検査員等研修 

埼玉県食肉衛生検査セ

ンター 
2人 

2 5月 22日 

平成 29 年度関東甲信越ブロッ

ク食肉衛生検査所協議会総会及

び所長等会議 

ホテルニューオータニ

長岡 
1人 

3 6月 7日 
第 4回埼玉県内食肉衛生検査所

等精密検査技術検討会 

埼玉県食肉衛生検査セ

ンター 
6人 

4 6月 9日 
平成 29 年度食品衛生監視員等

研修会 
さいたま市保健所 1人 

5 6月 12日～7月 7日 食肉衛生検査研修 国立保健医療科学院 1人 

6 6月 23日 
平成 29 年度家畜畜産物衛生対

策協議会 

埼玉県食肉衛生検査セ

ンター 
3人 

7 7月 12日 平成 29年度口蹄疫防疫演習 川島町役場 1人 

8 7月 12日、13日 

平成 29 年度全国食肉衛生検査

所長会議及び第 53 回全国食肉

衛生検査所協議会全国大会 

チサンホテル神戸 1人 

9 8月 23日 
第 5回埼玉県内食肉衛生検査所

等精密検査技術検討会 

埼玉県食肉衛生検査セ

ンター 
4人 

10 9月 29日 
高病原性鳥インフルエンザ防疫

対策連絡調整会議 

埼玉県中央家畜保健衛

生所 
1人 

11 10月 6日 
全国食肉衛生検査所協議会理化

学部会 第 35回総会・研修会 
栃木県庁 2人 

12 10月 11日 
第 6回埼玉県内食肉衛生検査所

等精密検査技術検討会 

埼玉県食肉衛生検査セ

ンター 
4人 

13 10月 20日 

平成 29 年度関東甲信越ブロッ

ク食肉衛生検査所協議会業績発

表会 

ホテルニューオータニ

長岡 
2人 
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14 10月 31日 
平成 29 年度埼玉県高病原性鳥

インフルエンザ防疫演習 

埼玉県県民活動総合セ

ンター 
2人 

15 11月 1日、2日 
全国食肉衛生検査所協議会病理

部会 第 74回病理研修会 

麻布大学百周年記念ホ

ール 
4人 

16 11月 15日、16日 
HACCP 導入における指導・検

証の平準化に資する実地研修会 

和光ミートセンター及

び芝浦食肉衛生検査所 
1人 

17 11月 20日 
と畜場での口蹄疫発生を想定し

た検討会 
本庄食肉センター 2人 

18 11月 24日 
平成 29年度関東甲信越静地区

食肉衛生担当者会議 
千葉県自治会館 1人 

19 11月 29日 
全国食肉衛生検査所協議会微生

物部会 第 37回総会・研修会 

横浜市社会福祉センタ

ー 
2人 

20 12月 14日 
食品衛生監視員等専門技術研修

会 
さいたま市保健所 1人 

21 1月 22日、23日、24日 
平成 29 年度食肉及び食鳥肉衛

生技術研修並びに研究発表会 
東京証券会館 4人 

22 1月 26日 Waters 企業内セミナー 越谷市保健所 1人 

23 2月 7日 
第 7回埼玉県内食肉衛生検査所

等精密検査技術検討会 

埼玉県食肉衛生検査セ

ンター 
6人 

24 2月 21日 
平成 29 年度 1 県 2 市食肉衛生

技術研修会 

埼玉県食肉衛生検査セ

ンター 
7人 

25 2月 28日 
食肉処理施設HACCPシステム

研修会 
全国家電会館 1人 

26 3月 19日、20日 
特定化学物質・四アルキル鉛等

作業主任者技能講習 
北とぴあ 1人 

27 3月 22日、23日 有機溶剤作業主任者技能講習 川口総合文化センター 1人 
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7 調査研究 

 

平成 29 年度は下表の 5 題について調査研究を行い、No.1 についてはその成果を「平成

29年度関東甲信越ブロック食肉衛生検査所協議会業績発表会」及び「平成 29年度食肉及び

食鳥肉衛生技術研修並びに研究発表会」にて発表し、No.2 についてはその成果を「全国食

肉衛生検査所協議会微生物部会 第 37回総会・研修会」にて発表し、No.3からNo.5につ

いてはその成果を「平成 29年度 1県 2市食肉衛生技術研修会」にて発表しました。 

 

No. 題名 発表者 

1 合鴨の腸管内容物における食中毒起因菌の検出状況調査 本庄 雅弘 

2 Nested PCR法を用いた関節炎型豚丹毒の診断法の検討 上口 卓志 

3 一農場における豚肺炎の病原菌調査 戸川 洋子 

4 豚枝肉表面における乳酸菌汚染の調査 杉田 圭輔 

5 Kと畜場における踏込み消毒槽の外部検証 伊藤 雄太 
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8 参考資料 

 

⑴ 越谷市食肉衛生検査所処務規程 

平成２７年３月３１日訓令第１１号 

改正 平成３０年３月３０日訓令第５号 

(趣旨) 

第１条 越谷市食肉衛生検査所（以下「検査所」という。）の処務については、別に定める

もののほか、この規程の定めるところによる。 

(事務分掌) 

第２条 検査所の分掌事務は、次のとおりとする。 

（１） と畜検査に関すること。 

（２） 食鳥検査に関すること。 

（３） と畜場の設置の許可、指導等に関すること。 

（４） 食鳥処理の事業の許可、指導等に関すること。 

（５） と畜場に併設する食肉処理施設の監視指導に関すること。 

(職員) 

第３条 検査所に所長その他必要な職員を置く。 

(職務権限) 

第４条 所長は、上司の命を受け、検査所の業務を統括し、所属職員を指揮監督する。 

２ 所長に事故があるときは、上席の職員がその職務を代行する。ただし、重要又は異例

な業務については、上司の指示を受けなければならない。 

３ 職員は、上司の命を受け、担当する事務を処理する。 

(事務分担) 

第５条 職員の事務分担は、所長がこれを定める。 

附 則 

この訓令は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成３０年訓令第５号） 

 この訓令は、平成３０年４月１日から施行する。  
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⑵ 越谷市事務専決規程（抜粋） 

平成３０年３月３１日規則第１５号 

(部長等の個別専決事項) 

第８条 部長、課長及び施設長の個別専決事項は、別表第３のとおりとする。 

 

別表第３（第８条関係） 

  （略） 

 ３ 施設長の個別専決事項 

専決権者 専決事項 

 （略） 

食肉衛生検査所長 １ と畜場に係る処理頭数の制限、検査、持出しの許可、措置、

報告の徴収、立入検査及び届出の受理に関すること。 

２ 食鳥処理事業及び食鳥検査に係る検査、措置、報告の徴収、

立入検査及び届出の受理に関すること。 

３ と畜場における牛海綿状脳症に係る検査並びに牛の特定

部位の使用及び焼却の免除の許可に関すること。 

４ と畜場に併設された食肉処理業の許可を有する施設に係

る立入検査及び措置に関すること。 

 （略） 
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⑶ 越谷市手数料条例（抜粋） 

平成１２年３月３１日条例第８号 

最終改正 平成３０年３月２０日条例第５号 

(趣旨) 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２２７条の規定により徴収する手数料

は、別に定めがあるもののほか、この条例の定めるところによる。 

(徴収する手数料) 

第２条 市長は、別表に定める手数料を徴収する。 

 

別表（第２条関係） 

２ 衛生手数料 

（２０） と畜場法（昭和２８年法律第１１４号）関係 

ア 第４条第２項の規定に基づく一般と畜場の設置の許可の申請に対する審査 

一般と畜場設置許可申請手数料 ２３，０００円 

イ 第４条第２項の規定に基づく簡易と畜場の設置の許可の申請に対する審査 

簡易と畜場設置許可申請手数料 １１，０００円 

ウ 第１４条第１項から第４項までの規定に基づく獣畜のとさつ又は解体の検査 

と畜検査手数料 

（ア） 生後１年以上の牛又は馬 １頭につき７００円 

（イ） 生後１年未満の牛又は馬 １頭につき３００円 

（ウ） 豚、めん羊又は山羊 １頭につき３００円 

（２１） 食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律（平成２年法律第７０号）

関係 

ア 第３条の規定に基づく食鳥処理の事業の許可の申請に対する審査 

食鳥処理事業許可申請手数料 ２０，０００円 

イ 第６条第１項の規定に基づく食鳥処理場の構造又は設備の変更の許可の申請に

対する審査 

食鳥処理場の構造又は設備変更許可申請手数料 １１，０００円 

ウ 第１５条第１項から第３項までの規定に基づく食鳥検査 

食鳥検査手数料 １羽につき５円 

エ 第１６条第１項の規定に基づく確認規程の認定の申請に対する審査 

確認規程認定申請手数料 ５，７００円 

オ 第１６条第２項の規定に基づく確認規程の変更の認定の申請に対する審査 

確認規程変更認定申請手数料 ２，５００円 
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